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作物栽培部
遠藤　彦

水稲乾田直播栽培の普及拡大

宮城県では水稲直播栽培への取り組
みが平成 22 年頃から徐々に拡大し，
令和 3 年には水稲作付けの 5.7％にあ
たる 3,650ha に達している（宮城県 
2022a）。これは，それまでカルパー
コーティングが主流であった水稲湛水
直播栽培（以下「湛水直播」）における，
平成 22 年頃の鉄コーティング（農研
機構 2010; 宮城県 2016a），平成 28
年頃のべんがらモリブデンコーティ
ング（農研機構 2016; 宮城県 2015, 
2016b）等の技術改良が契機となって
いる。しかし，近年では移植栽培の省
力化技術として開発された高密度播種
苗移植栽培（澤本ら 2019）の普及に
ともない，湛水直播への取り組み面積
は減少に転じている。一方，代掻きの
行程がない，より省力的な水稲乾田直
播栽培（以下「乾田直播」），中でも大
型機械による高速作業が可能なグレー

ンドリル鎮圧方式（NARO 方式，農
研機構 2021）を中心とした乾田直播
が，東日本大震災の津波被害後に復旧
整備された沿岸部の大区画ほ場を中心
に拡大を続け，令和 3 年は初めて湛
水直播を上回る取り組み面積となった

（図 -1）。 
乾田直播の取り組みは，沿岸部のみ

ならず，内陸平坦部の 1 ～ 2ha 規模
の大区画整備後のほ場や，10 ～ 30a
区画の整備地区であっても，生産者が
独自に合筆し大区画化したほ場等で取
り組まれ，県内全域に拡大しつつある。
生産者や関係機関の関心も高く，各農
業改良普及センターや JA の主催によ
る乾田直播の勉強会や現地検討会が各
地で開催されている。

県内で取り組まれている乾田直播に
は，①作業速度を重視したドリル播種
機と播種前後にケンブリッジローラー
等による鎮圧作業を行う前述のグレー
ンドリル鎮圧方式，②耕起ロータリ，
自転鎮圧ローラーおよびロール式播種

機が一体となったスリップローラー
シーダー（松山株式会社，Niplo SRA
シリーズ）を用いた播種方式，③不
耕起Ｖ溝直播機（鋤柄農機株式会社，
AD シリーズ）を用いた播種方式，そ
して④大豆・麦類との輪作体系を想定
して開発されたアップカットロータリ
による広畦形成同時播種（古川農試方
式，宮城県 2009ab）を含む目皿式播
種機を用いた播種方式等がある。慣
行の播種期はおおよそ 4 月上旬から 5
月上旬であるが，地域・生産者によっ
ては 3 月上旬から 5 月中旬までと幅
広い事例がある。さらに，岩手大学で
開発された初冬直播き栽培（下野ら 
2012; 下野 2020）に取り組む生産者
もおり，現在古川農業試験場では，こ
の初冬播種と併せて，慣行よりも早い
2 ～ 3 月に播種する早期播種体系の実
用性についても農林水産省「イノベー
ション創出強化研究推進事業」にて検
討している。

水稲乾田直播栽培における
雑草管理の課題

乾田直播では，基肥の窒素利用効率
が低いことや，イネ品種ごとの生育量
の目安が定まっていないこと等，いく
つか課題はあるが，現状普及現場での
大きな技術的課題は雑草管理である。

各播種方式とも畑状態で種籾を播種
し，出芽・苗立ち後に入水，以降湛水
状態で管理される。入水後に発生して
くるイヌホタルイ等の水田雑草につい
ては，漏水が問題とならなければ，湛

宮城県における
水稲乾田直播栽培の雑草防除

図 -1　宮城県における水稲直播栽培の取組面積の推移
　　　　　　　　　　　　　　　  注）「宮城県稲作指導指針」掲載データより作図
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大川・遠藤：宮城県における水稲乾田直播栽培の雑草防除　3

水直播とも共通した「直播水稲」に登
録のある湛水処理型除草剤により防除
することが可能である。しかし，入水
前の畑状態で発生する雑草のうち，湛
水状態でも生存できるノビエをはじめ
とする湿生雑草が残存してしまうと，
入水後に使用可能な除草剤での防除は
難しい。また，土中播種である乾田直
播は湛水直播と比べてイネが倒伏し難
いため，乾土効果で地力窒素の発現が
問題となる転作大豆の後作（復元田）
で取り組まれることが多い。そのため，
大豆作で優占した畑雑草が乾田直播の
入水前に多量に発生し問題となること
も多い。つまり，入水前に確実にこれ
らを防除することが乾田直播における
雑草管理の成否を決定する。

乾田直播の乾田期（入水前）に使用
できる除草剤の種類は近年増えつつあ
り，当県の病害虫・雑草防除指針に
も 12 剤を掲載している（図 -2，宮城

県 2022b）。しかし，実質的な選択肢
は限られており，特定除草剤成分の連
用が問題となっている。例えば，シハ
ロホップブチル剤を連用した場合には
これが効きにくいイボクサが多発する
ようになり，一方でイボクサに効果の
高いビスピリバックナトリウム塩剤を
連用した場合には，オオクサキビやオ
オニワホコリといった特定のイネ科雑
草が優占してくる。また，当県では未
だ確認されていないものの，国内の乾
田直播普及地帯では，ノビエ（タイヌ
ビエやイヌビエ）においてアセチル
CoA カルボキシラーゼ（ACCase）阻
害剤（シハロホップブチル，メタミホッ
プ等）に抵抗性を示す個体群の確認も
報告されている（尾賀ら 2021; 柏木 
2021）。

以上のことから，特定の難防除雑草
や除草剤抵抗性個体群の発生を防ぐた
めには，同一作用機構をもつ除草剤の

連続・連年使用は避け，ほ場をよく観
察して発生草種にあわせた適切な除草
剤を選択し，残草が生じた場合にも適
切な追加防除を行うことで残草個体の
開花・稔実を防ぎ，特定種の埋土種子

（シードバンク）を増大させないこと
が重要となる。

なお，湛水直播と同様，乾田直播で
も，前年のこぼれ籾に由来する漏生イ
ネの発生が移植栽培よりも多くなる。
前作が水稲の場合には，異品種混入を
避けるため，前年と同一品種を作付け
することが基本となる。

乾田直播における入水前雑草管理
の検討1

宮城県古川農業試験場では，水田輪
作の省力化にかかる受託研究や農薬
メーカー・公益財団法人日本植物調節
剤研究協会からの委託試験を中心に，
乾田直播の入水前雑草管理に使用でき

図 -2　水稲乾田直播栽培の入水前の雑草防除に使用可能な除草剤
　　　　　　　　　　　　　　　　　注）「宮城県農作物病害虫・雑草防除指針（令和４年度）」掲載の水稲除草剤使用体系図を修正・加筆
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入水：茎葉散布後の雑草の枯死を待つ必要はない。
耕起前

出芽前

入水前

水深
耕起 耕起後 播種後

イネ播種 イネ２葉

入水後は減水深の落着きを確
認し，「直播水稲」に登録の
ある初中期剤・中後期剤等を
用いる。

①①耕耕起起前前 雑草生育期
タタッッチチダダウウンンｉｉＱＱ

ララウウンンドドアアッッププママッッククススロローードド
耕起1月前～直前

ププリリググロロッッククススＬＬ
耕起20～10日前 草草枯枯ららししＭＭＩＩＣＣ

②②イイネネ出出芽芽前前 雑草生育期
耕起直後～ 草草枯枯ららししＭＭＩＩＣＣ

タタッッチチダダウウンンｉｉＱＱ
ララウウンンドドアアッッププママッッククススロローードド

は種前14日～は種後7日
ププリリググロロッッククススＬＬ

②②①①

③③
④④

ノビエ３葉

出芽始 出芽揃

５葉 ６葉

⑥⑥

⑦⑦

⑤⑤

③③播播種種直直後後～～稲稲出出芽芽前前 全面土壌散布
雑草発生前，入水15日前まで ママーーシシェェッットト乳乳剤剤（1000～1500ml/10a）
ノビエの1葉期まで ササタターーンンババアアロロ乳乳剤剤

⑤⑤入入水水1100～～２２日日前前
全面土壌散布 ママーーシシェェッットト乳乳剤剤（500ml/10a）

雑草茎葉散布又は全面散布
稲２葉期～，雑草30cm以下 , 一年生広葉雑草対象 シシャャドドーー水水和和剤剤

④④ノノビビエエ３３葉葉期期ままでで 雑草茎葉散布又は全面散布
稲出芽始～稲１葉 ススタタムム乳乳剤剤３３５５（水量50L/10a）
稲１葉～ ススタタムム乳乳剤剤３３５５（水量50～100L/10a）

⑥⑥ノノビビエエ５５葉葉期期ままでで 雑草茎葉散布又は全面散布
は種後10日～ ノノミミニニーー液液剤剤

ククリリンンチチャャーーババススＭＭＥＥ液液剤剤
一年生イネ科雑草対象 ククリリンンチチャャーーＥＥＷＷ

イネ２葉～ ハハーードドパパンンチチＤＤＦＦ

⑦⑦ノノビビエエ６６葉葉ままでで 湛水散布又は落水散布
は種後10日～，ノビエ対象 トトドドメメＭＭＦＦ乳乳剤剤

※※ 実実際際のの使使用用ににああたたっっててはは，，最最新新
のの農農薬薬登登録録情情報報をを確確認認しし，，使使用用
方方法法のの詳詳細細をを確確認認すするるこことと。。
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る除草剤の検討を行ってきた（宮城県 
2013，2020）。

平成 22 ～ 23 年の農林水産省プロ
ジェクト「寒冷地太平洋側における輪
作リスク低減と大規模省力水田輪作の
体系化」の一部として，当時の慣行防
除体系である，ビスピリバックナトリ
ウム塩液剤（ノミニー液剤）とシハロ
ホップブチル・ベンタゾン液剤（ク
リンチャーバスＭＥ液剤）のいずれか
の単用による入水前処理に加えて，乾
田直播剤として当時新規登録されたカ
ルフェントラゾンエチル・フルセトス
ルフロン水和剤（ハードパンチＤＦ），
防除コストの低減が期待できる広葉雑
草対策剤としてハロスルフロンメチル
水和剤（シャドー水和剤）について防
除効果を確認し，以下のとおり宮城県

の技術広報資料である「普及に移す
技術」としてとりまとめた（宮城県 
2013）。

「普及に移す技術」第 88 号 
＜参考資料＞より
1 ）カルフェントラゾンエチル・フル
セトスルフロン水和剤（ハードパン
チ DF）は，高葉齢（5 葉期まで）の
ノビエにも効果のあるスルホニルウ
レア系除草成分のフルセトスルフロ
ンと即効性の高い褐変剤のカルフェ
ントラゾンエチルからなる 2 成分の
茎葉処理剤である。一年生広葉に対
する効果は高く（表 -1，図 -3），際だっ
た即効性がある。ただし，ノビエに
対する効果は遅効的であり，オオク
サキビに対する効果は期待できない

（表 -1）。またイネに対する薬害（葉
身の褐変）が強く生じることがある

が一過性のもので収量等に影響する
ものではない。

2 ）ハロスルフロンメチル水和剤（シャ
ドー水和剤）はスルホニルウレア系
除草成分のハロスルフロンメチル 1
成分からなる安価な茎葉処理剤であ
る。広葉に対する効果が高く，ヤナ
ギタデ・アメリカセンダングサ等，
入水後の残草が問題となる畑雑草に
も十分な効果が期待できる（図 -3）。
ただし，イネ科雑草や SU 抵抗性雑
草には効果が無いので，ノビエ等が
問題になる場合にはノビエ専用剤等
との体系処理で使用する。

3 ）発生草種に応じて茎葉処理剤を選
択することにより，除草剤コストの
低減が可能である（表 -1）。

これらの検討は，主に大豆後作の乾

図 -3　水稲乾田直播栽培における一年生広葉雑草に対する各入水前茎葉処理剤の効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注  ）シロザの発生は H23 のみ。平成 22・23 年とも広畝立同時播種方式による乾田直播栽培だがほ場は異なる。「+」を付した数値

は播種（4 月 22 日）後日数を示す。入水は平成 22 年 6 月 3 日 (+52) および平成 23 年 6 月 5 日 (+54)。残草量は全草種の合計
乾物重に対する各草種乾物重の比率（2 反復の平均）を示す。
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図-３ 水稲乾田直播栽培における一年生広葉雑草に対する各入水前茎葉処理剤の効果 
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付した数値は播種（4月 22日）後日数を示す。入水は平成 22年 6月 3日(+52)および平成 23年 6月 5日(+54)。残

草量は全草種の合計乾物重に対する各草種乾物重の比率（2 反復の平均）を示す。 

 

表-1 水稲乾田直播栽培における入水前茎葉処理除草剤の雑草種別効果と参考薬剤費 

入水前処理　除草剤　 薬量/水量/10a ノビエ オオクサキビ
ヤナギタデ

アメリカセンダングサ
他一年生
広葉

イボクサ
参考薬剤費※

（円/10a）

90g/50～100L － － ◎ ○ △ ¥907

180g/50～100L － － ◎ ○ △ ¥1,814

100ml/100L ○ △ ○ ○ ◎ ¥1,187

200ml/100L ○ △ ◎ ◎ ◎ ¥2,374

ハードパンチDF
（カルフェントラゾンエチル・フルセトスルフロン水和剤）

30g/100L ○ △ ◎ ◎ △ ¥3,014

クリンチャーバスME液剤
（シハロホップブチル・ベンタゾン液剤）

1,000ml/70～100L ◎ ○ ◎ ◎ △ ¥4,348

シャドー水和剤
（ハロスルフロンメチル水和剤）

ノミニー液剤
（ビスピリバックナトリウム塩液剤）

注）◎：効果高い，○：効果有り，△：効果劣る，－：登録無し 

※JA・農薬メーカーから聞き取りを基に計算した参考値（平成２４年３月現在）。 

表−1　水稲乾田直播栽培における入水前茎葉処理除草剤の雑草種別効果と参考薬剤費

注）◎：効果高い，○：効果有り，△：効果劣る，－：登録無し
※ JA・農薬メーカーから聞き取りを基に計算した参考値（平成２４年３月現在）。
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る除草剤の検討を行ってきた（宮城県 
2013，2020）。

平成 22 ～ 23 年の農林水産省プロ
ジェクト「寒冷地太平洋側における輪
作リスク低減と大規模省力水田輪作の
体系化」の一部として，当時の慣行防
除体系である，ビスピリバックナトリ
ウム塩液剤（ノミニー液剤）とシハロ
ホップブチル・ベンタゾン液剤（ク
リンチャーバスＭＥ液剤）のいずれか
の単用による入水前処理に加えて，乾
田直播剤として当時新規登録されたカ
ルフェントラゾンエチル・フルセトス
ルフロン水和剤（ハードパンチＤＦ），
防除コストの低減が期待できる広葉雑
草対策剤としてハロスルフロンメチル
水和剤（シャドー水和剤）について防
除効果を確認し，以下のとおり宮城県

の技術広報資料である「普及に移す
技術」としてとりまとめた（宮城県 
2013）。

「普及に移す技術」第 88 号 
＜参考資料＞より
1 ）カルフェントラゾンエチル・フル
セトスルフロン水和剤（ハードパン
チ DF）は，高葉齢（5 葉期まで）の
ノビエにも効果のあるスルホニルウ
レア系除草成分のフルセトスルフロ
ンと即効性の高い褐変剤のカルフェ
ントラゾンエチルからなる 2 成分の
茎葉処理剤である。一年生広葉に対
する効果は高く（表 -1，図 -3），際だっ
た即効性がある。ただし，ノビエに
対する効果は遅効的であり，オオク
サキビに対する効果は期待できない

（表 -1）。またイネに対する薬害（葉
身の褐変）が強く生じることがある

が一過性のもので収量等に影響する
ものではない。

2 ）ハロスルフロンメチル水和剤（シャ
ドー水和剤）はスルホニルウレア系
除草成分のハロスルフロンメチル 1
成分からなる安価な茎葉処理剤であ
る。広葉に対する効果が高く，ヤナ
ギタデ・アメリカセンダングサ等，
入水後の残草が問題となる畑雑草に
も十分な効果が期待できる（図 -3）。
ただし，イネ科雑草や SU 抵抗性雑
草には効果が無いので，ノビエ等が
問題になる場合にはノビエ専用剤等
との体系処理で使用する。

3 ）発生草種に応じて茎葉処理剤を選
択することにより，除草剤コストの
低減が可能である（表 -1）。

これらの検討は，主に大豆後作の乾

図 -3　水稲乾田直播栽培における一年生広葉雑草に対する各入水前茎葉処理剤の効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注  ）シロザの発生は H23 のみ。平成 22・23 年とも広畝立同時播種方式による乾田直播栽培だがほ場は異なる。「+」を付した数値

は播種（4 月 22 日）後日数を示す。入水は平成 22 年 6 月 3 日 (+52) および平成 23 年 6 月 5 日 (+54)。残草量は全草種の合計
乾物重に対する各草種乾物重の比率（2 反復の平均）を示す。
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図-３ 水稲乾田直播栽培における一年生広葉雑草に対する各入水前茎葉処理剤の効果 

注）シロザの発生はH23 のみ。平成 22・23 年とも広畝立同時播種方式による乾田直播栽培だがほ場は異なる。「+」を

付した数値は播種（4月 22日）後日数を示す。入水は平成 22年 6月 3日(+52)および平成 23年 6月 5日(+54)。残

草量は全草種の合計乾物重に対する各草種乾物重の比率（2 反復の平均）を示す。 

 

表-1 水稲乾田直播栽培における入水前茎葉処理除草剤の雑草種別効果と参考薬剤費 

入水前処理　除草剤　 薬量/水量/10a ノビエ オオクサキビ
ヤナギタデ

アメリカセンダングサ
他一年生
広葉

イボクサ
参考薬剤費※

（円/10a）

90g/50～100L － － ◎ ○ △ ¥907

180g/50～100L － － ◎ ○ △ ¥1,814

100ml/100L ○ △ ○ ○ ◎ ¥1,187

200ml/100L ○ △ ◎ ◎ ◎ ¥2,374

ハードパンチDF
（カルフェントラゾンエチル・フルセトスルフロン水和剤）

30g/100L ○ △ ◎ ◎ △ ¥3,014

クリンチャーバスME液剤
（シハロホップブチル・ベンタゾン液剤）

1,000ml/70～100L ◎ ○ ◎ ◎ △ ¥4,348

シャドー水和剤
（ハロスルフロンメチル水和剤）

ノミニー液剤
（ビスピリバックナトリウム塩液剤）

注）◎：効果高い，○：効果有り，△：効果劣る，－：登録無し 

※JA・農薬メーカーから聞き取りを基に計算した参考値（平成２４年３月現在）。 

表−1　水稲乾田直播栽培における入水前茎葉処理除草剤の雑草種別効果と参考薬剤費

注）◎：効果高い，○：効果有り，△：効果劣る，－：登録無し
※ JA・農薬メーカーから聞き取りを基に計算した参考値（平成２４年３月現在）。

大川・遠藤：宮城県における水稲乾田直播栽培の雑草防除　5

田直播で問題となるヤナギタデやアメ
リカセンダングサ（図 -3）に対する
新規・既存除草剤の効果特性（殺草ス
ペクトラム）を確認し，コスト面も含
めて整理したものである。

これらの検討は，主に大豆後作の乾
田直播で問題となるヤナギタデやアメ
リカセンダングサ（図 -3）に対する
新規・既存除草剤の効果特性（殺草ス
ペクトラム）を確認し，コスト面も含
めて整理したものである。

乾田直播における入水前雑草管理
の検討2

その後，東日本大震災からの復旧・
復興過程において，沿岸部を中心に，
経営体当たりの耕作面積が急速に拡大
し，これに伴い，水稲作全般の省力
化・効率化への要請が一層高まったと
いえる。これに応えるため，既に農研
機構東北農業研究センターが確立して
いた，作業効率が格段に高いグレーン
ドリル鎮圧方式の乾田直播をはじめと
する各種の省力的な土地利用型栽培技

術体系について，県試験研究機関や普
及組織も一体となり，復興庁・農水省
の「食料生産地域再生のための先端技
術展開事業（先端プロ）」として普及
実証試験に取り組んだ。あわせて，復
旧復興事業による大区画ほ場整備が展
開され，大型機械導入のための補助事
業も多数創設されるという後押しもあ
り，グレーンドリル鎮圧方式を中心に
乾田直播が急速に沿岸部に普及して
いった。

新たな乾田直播方式の普及と各経営
体の耕作面積が数 10 ～ 100ha 規模
に拡大する中で，それまで 4 月中旬
が慣行であった乾田直播の播種時期
は，春作業の繁忙ピークを分散する
ために 3 月上旬まで拡大していった。
これに伴い，入水前の雑草管理は，そ
れまでの慣行である 1 回の茎葉処理
剤散布では対応しきれず，イネ出芽前
5 月上旬までの非選択性除草剤の散布
等を組み合わせた複数回の体系処理が
行われるようになった。

そこで，古川農業試験場では，従来
から水稲乾田直播栽培での農薬登録が

ありながら現場ではあまり活用されて
いなかった，播種後の土壌処理剤であ
るブタクロール乳剤（マーシェット乳
剤）や，新たに水稲乾田直播に登録さ
れた茎葉処理剤プロパニル乳剤（スタ
ム乳剤 35）等の効果について，受託
研究「農作物病害虫防除等の新農薬並
びに新肥料資材効果確認試験」で検討
した。特に乾田直播における難防除雑
草であるイネ科キビ属の帰化雑草オ
オクサキビ（Panicum dichotomiflorum 

Michx.）に対する効果に着目し，以下
のとおり「普及に移す技術」としてと
りまとめた（宮城県 2020; 大川 2020）。

「普及に移す技術」第 95 号 
＜指導活用技術＞より
1 ）水稲播種直後のブタクロール乳剤
の土壌散布とプロパニル乳剤の茎葉
散布を体系処理することで，ノビエ・
広葉雑草とともに，オオクサキビに
対しても安定した防除効果が得られ
る（図 -4）。

2 ）プロパニル乳剤はノビエ 3 葉期（オ
オクサキビ 2 葉期）までに茎葉散布
することで，ノビエ・オオクサキビ・
広葉雑草に高い効果を示す。特にオオ

図 -4　水稲乾田直播栽培における播種直後土壌処理剤と入水前茎葉処理剤の草種別防除効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注  ）令和元年場内試験。「+」を付した数値は播種（4 月 22 日）後日数を示す。薬剤名に付した（　）内は 10a 当たりの薬量／水量，縦

軸は草種別の無処理区残草量（㎡当たりノビエ 64.3g，オオクサキビ 5.5g，広葉雑草 0.8g）に対する比（2 反復の平均）を示す。広
葉雑草は，タデ類（オオイヌタデ・イヌタデ・ヤナギタデ）やスカシタゴボウが主体である。
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図-４ 水稲乾田直播栽培における播種直後土壌処理剤と入水前茎葉処理剤の草種別防除効果 

注）令和元年場内試験。「+」を付した数値は播種（4 月 22 日）後日数を示す。薬剤名に付した（）内は 10a 当たりの

薬量/水量，縦軸は草種別の無処理区残草量（㎡当たりノビエ 64.3g,オオクサキビ 5.5g, 広葉雑草 0.8g）に対

する比（2 反復の平均）を示す。広葉雑草は，タデ類（オオイヌタデ・イヌタデ・ヤナギタデ）やスカシタゴボウが主

体である。 
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クサキビに対する防除効果は，ノビエ
5 葉期（オオクサキビ 4 葉期）に散布
したシハロホップブチル・ベンタゾン
液剤やビスピリバックナトリウム塩液
剤よりも効果が高い（図 -4）。

3 ）ブタクロール乳剤の処理薬量は下
限量でも十分な効果が得られるが，
プロパニル乳剤の処理薬量は上限量
が望ましい（図 -5）。

水稲乾田直播栽培のさらなる
普及拡大に向けて

乾田直播は，米価低迷によるさらな
る主食用米の生産コスト低減や飼料用

米等への転換推進への対応として，今
後ますます取り組みが拡大し，各経営
体や地域の事情により様々な方式・作
業体系への展開も予想される。農地整
備事業の採択要件としても農林水産省
より示されている「米の生産コスト 60
キログラム当たり 9,600 円以下」（農
林水産省　2021，2022）という目標
を実現し，さらなるコスト低減を目指
すためには，乾田直播の導入は不可欠
である。また，当県が掲げる農業施策
の基本計画（宮城県 2021）に示され
た「園芸算出額の倍増」のためにも，
乾田直播導入により，水稲作の省力化

による余剰労働力の創出，作期分散に
よる繁忙ピークの平準化が欠かせない。

乾田直播の雑草管理に関していえ
ば，前述のとおり，播種時期拡大，田
畑輪換の有無または乾田直播の継続年
数等により，乾田期に発生する草種の
優占状況や要防除期間が変化すること
から，ほ場条件に応じたより柔軟な防
除体系の組み立てが求められる。幸い，
新たな登録除草剤の選択肢は徐々に増
えつつあるので，これら新規剤の効
果的な利用方法の検討を進めつつ，乾
田直播における雑草管理の要点につい
て，その他の技術課題の解決策と併せ
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図-５ 水稲乾田直播栽培における播種直後土壌処理剤と入水前茎葉処理剤の草種別防除効果 

注）平成 30 年場内試験。「+」を付した数値は播種（4 月 21 日）後日数として除草剤の処理日を示す。（）内は 10a 当たりの薬

量/水量，縦軸は草種別の無処理区残草量（㎡当たり+42：ノビエ 2.0g, オオクサキビ 2.0g, 広葉雑草 8.2g，+53：ノビエ 

5.4g,オオクサキビ 4.0g, 広葉雑草 1.5g）に対する比（2 反復の平均）を示す。 

図 -5　水稲乾田直播栽培における播種直後土壌処理剤と入水前茎葉処理剤の草種別防除効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注  ）平成 30 年場内試験。「+」を付した数値は播種（4 月 21 日）後日数として除草剤の処理日を示す。（　）内は 10a 当たりの薬量／水量，

縦軸は草種別の無処理区残草量（㎡当たり +42：ノビエ 2.0g, オオクサキビ 2.0g, 広葉雑草 8.2g，+53：ノビエ 5.4g, オオクサキビ 
4.0g, 広葉雑草 1.5g）に対する比（2 反復の平均）を示す。
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クサキビに対する防除効果は，ノビエ
5 葉期（オオクサキビ 4 葉期）に散布
したシハロホップブチル・ベンタゾン
液剤やビスピリバックナトリウム塩液
剤よりも効果が高い（図 -4）。

3 ）ブタクロール乳剤の処理薬量は下
限量でも十分な効果が得られるが，
プロパニル乳剤の処理薬量は上限量
が望ましい（図 -5）。

水稲乾田直播栽培のさらなる
普及拡大に向けて

乾田直播は，米価低迷によるさらな
る主食用米の生産コスト低減や飼料用

米等への転換推進への対応として，今
後ますます取り組みが拡大し，各経営
体や地域の事情により様々な方式・作
業体系への展開も予想される。農地整
備事業の採択要件としても農林水産省
より示されている「米の生産コスト 60
キログラム当たり 9,600 円以下」（農
林水産省　2021，2022）という目標
を実現し，さらなるコスト低減を目指
すためには，乾田直播の導入は不可欠
である。また，当県が掲げる農業施策
の基本計画（宮城県 2021）に示され
た「園芸算出額の倍増」のためにも，
乾田直播導入により，水稲作の省力化

による余剰労働力の創出，作期分散に
よる繁忙ピークの平準化が欠かせない。

乾田直播の雑草管理に関していえ
ば，前述のとおり，播種時期拡大，田
畑輪換の有無または乾田直播の継続年
数等により，乾田期に発生する草種の
優占状況や要防除期間が変化すること
から，ほ場条件に応じたより柔軟な防
除体系の組み立てが求められる。幸い，
新たな登録除草剤の選択肢は徐々に増
えつつあるので，これら新規剤の効
果的な利用方法の検討を進めつつ，乾
田直播における雑草管理の要点につい
て，その他の技術課題の解決策と併せ
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図-５ 水稲乾田直播栽培における播種直後土壌処理剤と入水前茎葉処理剤の草種別防除効果 

注）平成 30 年場内試験。「+」を付した数値は播種（4 月 21 日）後日数として除草剤の処理日を示す。（）内は 10a 当たりの薬

量/水量，縦軸は草種別の無処理区残草量（㎡当たり+42：ノビエ 2.0g, オオクサキビ 2.0g, 広葉雑草 8.2g，+53：ノビエ 

5.4g,オオクサキビ 4.0g, 広葉雑草 1.5g）に対する比（2 反復の平均）を示す。 

図 -5　水稲乾田直播栽培における播種直後土壌処理剤と入水前茎葉処理剤の草種別防除効果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注  ）平成 30 年場内試験。「+」を付した数値は播種（4 月 21 日）後日数として除草剤の処理日を示す。（　）内は 10a 当たりの薬量／水量，

縦軸は草種別の無処理区残草量（㎡当たり +42：ノビエ 2.0g, オオクサキビ 2.0g, 広葉雑草 8.2g，+53：ノビエ 5.4g, オオクサキビ 
4.0g, 広葉雑草 1.5g）に対する比（2 反復の平均）を示す。

大川・遠藤：宮城県における水稲乾田直播栽培の雑草防除　7

て体系化していく必要がある。
現在，宮城県古川農業試験場では，

地方創生推進交付金事業である「実需
対応型新みやぎ米の高位安定生産技術
の確立」において，雑草管理を含めた
乾田直播の技術課題の解決に取り組ん
でいる。沿岸部を中心とした先行事例
における課題や成功ノウハウを抽出・
整理し，内陸部も含めた県内全域へ
の普及拡大を図るため，各地域農業改
良普及センター，全農宮城県本部，各
JA 等関係機関および農研機構東北農
業研究センター等と連携し，実態調査
やテーマ別の現地実証試験・普及展示
試験データの解析等を実施している。
これらの成果を基に，各地域・経営体
にあった水稲乾田直播栽培が選択され
ることで水田営農の効率化が図られ，
園芸作物等の高収益作物導入のための
柔軟な労働力配分も可能となり，持続
的で多様な地域農業の展開が後押しさ
れることを期待する。
※本稿は一般社団法人宮城県植物防疫協会発

行（2022 年 1 月）の「植物防疫みやぎ」第

133 号の掲載記事を再編・加筆・修正したも

のである。
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